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今回は地元の山梨県内で、JTEとして学級担任の先生方
をサポートし、担任主導の楽しい授業を目指し、小学校で
活動されて6年目となる岩崎利香さんの実践報告です。

岩崎利香 さん通信 山梨県山梨市出身
J-SHINE小学校英語上級指導者
山梨県山梨市公立小学校 JTE6年目。

小学校で英語を教えることを始めたことがきっかけで、

J-SHINE の資格を取ることにしました。 学生時代に高等学校の

英語の免許は取得しましたが、 小学校で英語を教えることは初

めてだったので、 指導法を学び指導力を上げるために児童英

語教師の資格をアルクの通信講座で取得しました。 現在、

JTE として勤務し、 今年で 6 年目になります。 市内 11 校の小

学校のうち 5 校を週 1 日ずつ、 ALT と一緒に回っています。

■現在の活動状況

私が勤務している山梨市の小学校では 1 ～ 6 年生まで市の

年間英語カリキュラムに沿い、 低学年は 15 時間、 中学年は

20 時間、 高学年は 35 時間行っています。 本市は平成２６年

度からは英語を教科として行っています。

授業形態は全学年とも HRT、 ALT、 JTE の 3 人体制で、

HRT 主導で行っています。 授業での JTE の役割は会話やゲー

ムのデモを示したり、 グループで活動するときにそのグループ

を見たり、 足りない時はゲームに入ったりしています。 歌を一

緒に歌ったりすることもあります。 ALT がいない日は ALT 役を

し、 HRT と授業を進めることもあります。

低学年は歌ったり、 動いたりしながら、 楽しく元気に活動して

います。 また、 読み書きの指導としてアルファベットを 3 年生

から行っています。 学級担任と朝その日の授業の打ち合わせ

をし、 授業に臨みます。 ALT と担任との橋わたしをしながら、

打ち合わせを進めています。 打ち合わせの時間は限られてい

るので、 効率よく進められるようにし、 授業の内容を確認して

います。 どんな内容にも対応できるように日ごろから教材を用

意し、 先生方に提案できるようにもしています。

どの先生も気持ちよく楽しく授業ができるように心がけていま

す。 先生方の意見を尊重し、 ALT に伝えること、 そして、

ALT の意見を尊重し、 HRT に伝えることでお互いの求めている

ことが授業で生かせるよう心がけながら打ち合わせを進めてい

ます。 その中で JTE として進められる活動を提案し教材を準備

し、 授業を行っています。 先生方と協力しながら進めることが

大切だと感じます。

子供たちが楽しかったと言ってくれたり、 英語があることを楽

しみにしていてくれたりする時や、 習った英語を使って話そうと

していたり、 もっと話したいと言ったりする時など JTE をやって

■今後の展望、課題、目標

市の教育委員会や現場の先生方にまず、 英語指導者資格

（J-SHINE） の存在を知っていただきたいと思っています。

J-SHINEの話をしても知らない先生がほとんどです。 まず、知っ

ていただき、 さらに、 英語に対する意識を高めていけたらと思っ

ています。 グローバル化に向け、 英語の必要性をもっと感じて

もらい、 目の前の子供たちに必要なコミュニケーション力を

HRT 一人でではなく、 ALT、 JTE とともに身につけさせていくと

いった姿勢をもってもらえたらと思います。

そのためにも関わっている私たちが自信をもって伝えられるよ

うに日々の活動を積極的に行い、 先生方にも伝えながら英語

に対するイメージを身近な物に変えていけたらと思います。 英

語の授業を担任の先生自身に楽しいと言ってもらえるような授

業を目指しています。

もっと子供たちの視野を広げ、 日本についての自覚と海外に

ついて知りたいと思ってもらえるような雰囲気作りもしていきたい

です。

多くの子供たちは小学校で初めて英語に触れることでしょう。

日本人が外国人と接する姿を JTE が見本として示し、 それが

子供たちのあこがれとなり、 将来の夢へとつなげられたらと思

います。 中学校との連携や他教科との連携も一緒にできたらと

思います。 そのためには、 中学へ入ったときのギャップを感じ

ずに中学の学習ができるよう、 小、 中学校の先生との連携を

深め、 お互いにどんなことをしているのかを研究していく必要

があると思います。また、小学校では他教科に英語を取り入れ、

英語をより身近なものにしていく必要もあると思っています。

＊J-SHINE 通信 Web ページ

この 2015 年 11 月号をはじめ、 過去に発行した

J-SHINE 通信はすべて J-SHINE の Web サイトから

配信しています。 こちらからご覧ください。

http://www.j-shine.org/tsuushin.php
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■J-SHINE資格、上級指導者資格取得のきっかけ いて良かったと感じます。 授業をする中で子供たちから笑顔が

生まれ、 いきいきと活動している姿を見ると、 もっともっと子供

たちのために努力していきたいと思います。 子供たちからエネ

ルギーを得ることもたくさんあります。


